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高
齢
者
や
要
介
護
者
の
安
否
確
認
や
買
い
物
の
利
便
性
を
良

く
し
、
保
健
福
祉
に
関
わ
る
行
政
関
係
機
関
の
窓
口
へ
繋
ぐ
仕

組
み
づ
く
り
等
が
、
求
め
ら
れ
る
時
代
が
来
る
で
し
ょ
う
。 

し
か
し
、
私
達
（
リ
ア
ル
な
人
間
）
は
、
と
り
わ
け
民
生
児

童
委
員
の
究
極
的
な
役
割
は
、
Ｉ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
の
デ
ジ
タ
ル 

世
界
で
は
な
く
、
リ
ア
ル
な
ア
ナ
ロ
グ
の
世
界
で
日
本 

人
に
古
来
よ
り
受
け
継
が
れ
て
い
る
伝
統
、
文
化
、

食
生
活
を
大
切
に
し
て
高
齢
者
・
要
介
護
者
・
そ
の

他
社
会
的
弱
者
と
共
に
、
身
近
に
居
て
接
触
、
交
流

す
る
こ
と
が
重
要
で
、
誰
も
が
健
康
で
長
寿
に
繋
が

る
と
、
医
学
・
科
学
の
専
門
家
が
発
言
し
て
い
ま
す
。 

正
に
私
達
の
活
動
の
原
点
は
、
リ
ア
ル
な
交
流
活

動
・
精
神
的
支
え
・
信
頼
関
係
な
ど
を
築
く
こ
と
だ 

と
思
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
私
達
民
生
児
童
委
員
は
隠
岐
の
島
町
民 

で
も
あ
り
ま
す
。
次
の
世
代
の
人
達
に
過
度
な
負
担 

を
か
け
な
い
よ
う
に
、
一
人
一
人
が
自
立
し
て
社
会 

生
活
が
で
き
る
よ
う
自
身
の
身
体
の
健
康
維
持
に
努

め 

ま
し
ょ
う
。 

 

                    

 

 

                            

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
                      

                   

 

       

令和６年９月１４日～１５日開催

隠岐の島町町政 20周年記念 

第 15回隠岐古典相撲大会

コ
ロ
ナ
禍
以
後
の
世
界 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
長 

 

堤 
 

章 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

令
和
６
年
も
９
月
を
迎
え
残
り
３
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。

皆
様
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

隠
岐
の
島
町
民
児
協
で
は
、
令
和
２
年
の
春
頃
か
ら 

コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
情
勢
で
、
様
々
な
事
業
や
活
動
が 

自
粛
・
中
止
と
な
り
、
委
員
の
皆
様
も
日
々
の
生
活 

を
複
雑
な
気
持
ち
で
過
ご
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ 

う
。
こ
の
た
め
広
報
誌
「
ほ
ほ
え
み
」
が
、
令
和 

２
年
２
月
発
行
後
休
刊
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今 

回
発
行
の
９
月
号
か
ら
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り 

ま
し
た
。 

こ
の
度
の
コ
ロ
ナ
騒
動
で
、
大
中
小
企
業
等
の 

民
間
団
体
や
そ
の
他
の
公
的
機
関
が
Ｉ
Ｔ
（
情
報 

技
術
）
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
駆
使
し
、
オ
ン
ラ 

イ
ン
会
議
、
オ
ン
ラ
イ
ン
娯
楽
な
ど
を
利
用
し
た 

運
営
管
理
や
営
業
活
動
で
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
達
成 

し
成
果
を
上
げ
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
方
が
様
変
わ
り 

し
て
き
ま
し
た
。
将
来
訪
れ
る
深
刻
な
少
子
高
齢
化
に
よ 

り
、
私
達
民
生
児
童
委
員
も
、
思
う
よ
う
な
支
援
活
動
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

将
来
、
中
長
期
的
に
は
我
々
の
活
動
を
補
う
た
め
に
パ
ソ

コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
Ｉ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
て
、

隠岐の島町民生委員・児童委員協議会だより Vol４２ 

 

ほほえみ
発  行  隠岐の島町民生児童委員協議会 

事務局  隠岐の島町役場保健福祉課内 

○お住まいの地域の民生委員・児童委員が不明の場合

は役場保健福祉課までお問い合わせ下さい。 

電 話 （０８５１２） ２－８５６１ 

 

地域の民生児童委員は 

地域の身近な相談相手・専門機関への 

つなぎ役です 

令和６年９月１４日～１５日開催
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民
生
委
員
と
し
て 

 
 

 

近
石
・
真
杉
・
都
万
目
地
区
担
当 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

高
野 

長
樹 

 

隠
岐
の
島
を
離
れ
て
四
十
五
年
後
、
地
区
の
「
民
生
委

員
」
を
と
の
事
。
何
も
分
か
ら
な
い
私
に
務
ま
る
の
か
？

不
安
な
が
ら
引
き
受
け
ま
し
た
。 

当
時
の
（
中
学
・
高
校
）
の
近
所
の
方
々
も
そ
れ
ぞ
れ

年
齢
を
重
ね
ら
れ
、
あ
の
人
が
・
・
・
・
こ
の
人
も
・
・
・

と
当
時
の
顔
が
思
い
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
押
し
寄
せ
て
く

る
年
の
波
に
は
勝
て
ま
せ
ん
。
何
れ
行
く
道
、
出
来
る
事

は
し
て
あ
げ
た
い
思
い
で
す
。 

肩
書
を
背
負
わ
せ
て
頂
き
一
年
半
が
過
ぎ
去
り
ま
し

た
。
こ
れ
と
言
っ
て
何
を
し
た
の
か
時
間
だ
け
が
過
ぎ
去

り
ま
し
た
。 

① 

独
居
宅
の
訪
問
と
実
態
把
握 

② 

児
童
虐
待
の
有
無 

③ 

困
窮
世
帯
の
把
握 

④ 

行
政
へ
の
繋
ぎ
役 

等
、
頭
の
中
に
は
「
あ
れ
こ
れ
と
」
有
る
に
は
あ
る
け
ど

実
際
に
は
①
と
④
が
少
々
の
日
々
で
す
。
今
は
、
こ
れ
で

良
い
の
か
？
自
問
自
答
の
日
々
で
す
。 

全
国
的
に
「
民
生
委
員
」
の
成
り
手
不
足
が
問
題
に
な

っ
て
い
る
昨
今
で
す
が
、
隠
岐
の
島
町
の
場
合
も
欠
員
地

区
が
あ
る
様
で
難
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
隠
岐
の
人

は
責
任
感
が
強
い
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
民
生
委
員
の

活
動
は
、
や
れ
ば
キ
リ
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

深
入
り
も
禁
物
で
、
各
事
象
毎
に
先
輩
方
々
の
助
言
を
得

て
微
力
な
が
ら
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

            

                

   
各
機
関
と
の
連
携
を
深
め
て 

 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下
西
地
区
担
当 

  

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
上 

常
和 

 

 

磯
地
区
部
会
は
、
下
西
地
区
二
名
、
加
茂
・
今
津
（
岸

浜
）
・
箕
浦
・
西
田
の
各
地
区
一
名
と
主
任
児
童
委
員
一

名
の
七
名
で
構
成
さ
れ
、
日
々
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

二
ヶ
月
に
一
度
、
定
例
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
定
例

会
議
で
は
、
役
場
で
開
催
さ
れ
る
地
域
連
絡
会
（
磯
地
区

部
会
か
ら
二
名
ず
つ
交
代
で
参
加
）
の
情
報
共
有
、
並
び

に
、
主
任
児
童
委
員
の
活
動
報
告
を
始
め
、
各
委
員
と
の

情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
定
例
会
に
は
、
役
場
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
磯
小
学
校
、
警
察
署
等
、
各
機
関
か
ら

参
加
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

区
に
お
い
て
は
、
毎
月
一
回
地
域
の
サ
ロ
ン
が
開
催
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
が
参
加
し
て
地
域
内
の
実
態
を
知

る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
午
前
中
は
主

に
役
場
の
保
健
師
に
よ
る
健
康
・
介
護
予
防
指
導
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
職
員
に
よ
る
詐
欺
被
害
防
止
な
ど
、
様
々

に
学
ん
だ
り
、
生
活
状
況
の
困
り
ご
と
の
調
査
等
を
行
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
午
後
に
は
、
健
康
体
操
や
ゲ
ー
ム
な

ど
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
、
登
下
校
時
の
見
守

り
等
の
青
パ
ト
活
動
を
推
進
し
、
学
校
行
事
な
ど
に
も
参

加
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
年
三
回
開
催
さ
れ
る
磯
小
学
校

懇
談
会
で
は
、
各
地
域
の
役
員
等
も
参
加
し
て
貴
重
な
情

報
交
換
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

磯
地
区
部
会
の
活
動
報
告 

 

警
察
署
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
定
例
会
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
「
民
生
児
童
委
員
と
警
察
署
と

の
隠
岐
の
島
町
安
全
・
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
定
」
に

基
づ
き
、
特
殊
詐
欺
防
止
、
交
通
安
全
啓
発
等
、
高
齢

者
宅
等
へ
の
訪
問
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
更
に
深

め
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
民
生
児
童
委
員
活
動
を
展
開

し
て
参
り
ま
す
。 

▲R5.10西田サロン 

 ～隠岐病院スタッフを招いて 

中
条
地
区
部
会
の
活
動
報
告 

R5.4西田サロン 

 ～デッキスティック・ゲーム
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コ
口
ナ
禍
を
経
て 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

主
任
童
委
員 

 

春
木 

節
子 

 
  

 

令
和
元
年
１２
月
に
新
委
員
３
名
を
迎
え
、
活
動
も
こ
れ
か

ら
と
い
う
令
和
２
年
春
に
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行

に
よ
り
、
小
学
校
、
中
学
校
が
休
校
に
な
り
ま
し
た
。
町
担

当
者
と
の
話
し
合
い
で
、
乳
児
健
診
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
地
区

部
会
ご
と
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
も
中
止
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
少
人

数
で
で
き
る
部
会
や
資
質
向
上
の
為
の
研
修
会
を
実
施
し
、

学
校
が
再
開
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
地
区
の
学
校
へ
、

年
に
１
回
か
ら
３
回
位
の
訪
問
を
決
め
、
活
動
し
て
き
ま
し

た
。 

 
昨
年
５
月
に
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行

さ
れ
、
少
し
ず
つ
以
前
の
活
動
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
は
、
前
任
の
委
員
さ
ん
で
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た

「
隠
岐
の
島
町
に
お
け
る
主
任
児
童
委
員
の
活
動
方
針
（
四

本
柱
）」
を
元
に
、
今
必
要
と
思
わ
れ
る
研
修
、
訪
問
等
も
新

た
に
取
り
入
れ
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
前
の
活
動
に
近
づ

け
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

一
、
主
任
童
委
員
の
宣
伝
活
動
。 

・
８
つ
の
地
区
部
会
の
委
員
さ
ん
へ 

 

・
乳
幼
児
健
診
会
場
で
、
保
護
者
さ
ん
へ 

 

二
、
教
育
機
関
へ
の
訪
問
活
動 

 

・
保
育
所
、
小
学
校
、
中
学
校
へ 

 

民
生
委
員
は
地
域
の
見
守
り
役 

 
 

 

有
木
・
月
無
地
区
担
当 

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仕
立 

ひ
ろ
み 

 

私
達
が
活
動
し
て
い
る
中
条
地
域
は
、
令
和
六
年
一
月

現
在
で
は
、
人
口
二
千
五
百
十
二
人
で
、（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
調
べ
）
民
生
委
員
七
人
と
主
任
児
童
委
員
一
名
の
計
八

人
で
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。 

 

地
域
は
広
く
公
共
施
設
が
多
く
、
医
療
機
関
、
大
型
商

業
施
設
、
保
育
所
、
小
中
学
校
、
高
校
、
介
護
保
険
施
設

な
ど
多
く
の
人
が
行
き
交
う
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
中
で
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
、
「
見
守
り
活
動
」 

で
す
。
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
受
け
持
ち
地
区
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
兼
ね
て
の
見
守
り
を
近
所
の
方
に
聞
い
た
り
、
見
た

り
し
て
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
い
ま
す
。 

 

中
条
地
区
の
つ
な
が
り
で
行
っ
て
い
る
活
動
の
一
つ
に

「
な
か
す
じ
安
全
み
ま
も
り
隊
」
が
あ
り
ま
す
。
駐
在
所

が
中
心
と
な
り
、
地
域
の
小
中
学
校
、
高
校
の
教
員
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
、
地
域
安
全
推
進
員
、
少
年
補
導
員
と
交
通
安

全
協
会
支
部
長
、
民
生
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

夏
休
み
前
に
総
会
が
あ
り
、
休
み
中
の
子
供
、
児
童
、
生

徒
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
を
話
し
合
い
ま
す
。
そ
し
て
実

際
に
、
青
い
ラ
ン
プ
を
つ
け
た
自
家
用
車
で
地
域
を
パ
ト

ロ
ー
ル
し
ま
す
。 

 

今
日
も
地
域
を
見
守
り
隊
が 

動
き
ま
す
。 

 

 

三
、
委
員
と
し
て
の
資
質
向
上
の
為
の
活
動  

・
児
童
福
祉
係
、
中
央
児
童
相
談
所
隠
岐
相
談

室
、
警
察
署
、
教
育
事
務
所
、
社
会
福
祉
協

議
会
と
の
情
報
交
換
会
へ  

四
、
要
保
護
児
童
地
域
対
策
協
議
会
と
の
連
携
活
動 

・
虐
待
等
保
護
を
要
す
る
児
童
や
家
庭
の
取
り

組
み
強
化
へ 

  

各
関
係
機
関
の
方
々
に
は
、
訪
問
・
研
修
に
対
し
快

く
受
け
入
れ
て
頂
き
、
委
員
一
同
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

主
任
児
童
委
員
部
会
の
活
動
報
告 

主任児童委員は 

地域の 身近なおとな として

活動しています 

登校時の見守り 

学校や子育て交流センター訪問 
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１０月は里親月間です 
                          

                          

                          

  

〇
こ
ど
も
た
ち
に
家
庭
の
ぬ
く
も
り
を 

〇
こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
あ
な
た
に
も
出
来
る 

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

「
養
育
里
親
」（
こ
ど
も
が
親
と
一
緒
に
生
活
出
来
る
よ 

う
に
な
る
ま
で
養
育
す
る
） 

 

「
養
子
縁
組
里
親
」（
養
子
縁
組
に
よ
り
養
親
と
な
る
） 

 
 

他
に
、
専
門
里
親
、
親
族
里
親
も
あ
り
ま
す
。 

  

〇
里
親
に
な
る
に
は
、
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

必
要
な
研
修
を
受
講
す
る
こ
と
、
里
親
希
望
者
又
は
同
居
人

が
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
こ
と
な
ど
が
必
要
で
す
。 

 
 
 

■
中
央
児
童
相
談
所
隠
岐
相
談
室 

 

℡
二—

九
七
○
六 

 

こ
の
度
、
本
町
の
民
生
児
童
委
員
の
方
々
が
次
の
と
お

り
、
永
年
勤
続
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
祝
意
を

表
す
る
と
共
に
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

（
敬
称
略
） 

《
永
年
勤
続
十
二
年
以
上
》
※
現
職
の
会
長
・
副
会
長 

【
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
】 

 
 
 
 
 

○
堤 

 

章 

《
永
年
勤
続
十
年
以
上
》 

 
 

【
全
国
民
生
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰
】 

【
隠
岐
の
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
】 

 
 

○
山
本 

 

弘
○
眞
野
秀
雄
○
金
井
宗
次 

 
 
 

○
若
林
富
治
○
船
田
英
勝
○
大
西
み
ど
り 

 
 
 

○
春
木
節
子 

《
永
年
勤
続
九
年
以
上
》 

 
 

【
島
根
県
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰
】 

 
 
 
 
 

○
秋
庭 

肇 

 

 

 

 

地
域
の
民
生
児
童
委
員
は 

 

担
当
地
域
に
お
い
て
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方

の
安
否
確
認
や
見
守
り
、
子
ど
も
達
へ
の
声
か
け
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
医
療
や
介
護
の
悩
み
、
妊
娠
や
子

育
て
の
不
安
、
失
業
や
経
済
的
困
窮
に
よ
る
生
活
上

の
心
配
事
な
ど
、
様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

永
年
勤
続
表
彰
受
賞 

  

今
年
の
夏
は
昨
年
に
続
き
非
常
に
暑
い
夏
で
し

た
。
お
盆
明
け
、
少
し
気
温
が
落
ち
着
い
た
か
と

思
い
ま
し
た
が
、
九
月
半
ば
を
過
ぎ
て
も
夏
日
が

続
く
日
々
。
涼
風
の
候
な
ど
と
文
書
に
し
た
た
め

る
の
も
躊
躇
す
る
ほ
ど
で
し
た
。
と
は
言
え
、
暑

さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
、

一
気
に
秋
の
気
配
が
漂
い
始
め
て
い
ま
す
。
急
激

な
気
温
変
化
に
気
を
付
け
た
い
も
の
で
す
。 

 

一
方
で
迷
走
す
る
台
風
や
豪
雨
災
害
も
頻
発
し

た
夏
で
し
た
。
能
登
地
域
で
は
元
日
の
大
地
震
に

続
き
ま
た
し
て
も
甚
大
な
豪
雨
災
害
、
通
常
の
暮

ら
し
に
戻
れ
な
い
ま
ま
の
方
々
も
多
く
い
る
中
、

追
い
打
ち
を
か
け
る
理
不
尽
な
事
態
に
言
葉
も
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

異
常
気
象
や
災
害
等
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も

直
面
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
他
人
ご
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
安
全
に
自

分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
平
常
時
か

ら
取
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

佐
々
木
貴
美
枝 

眞
野
秀
雄 

堤 

文
子 

 

若
林
富
治 

岡
島
美
和
子 

大
上
峯
子 

 

半
田
恵
美
子 

山
下
光
磨 

常
角 

敏 

●編集委員● 

 

 
 

  

事
務
局
よ
り 

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か 

 


